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「ワクチンを打て！」とさんざん言われてきたのに、突然

「打たなくていい」と方針が変わった。WHOの方向転換の

裏には、いったい何があるのか。そして日本はいつまでワ

クチンを打ち続けるのか。 

日本政府は「努力義務」として推進してきた 

 「今さら『子どもや若者はワクチンを打たなくてもい

い』と言われても、取り返しはつきません。必要ないと分

かっていたら、子どもや孫には打たせなかったのに……」 

 深いため息をつきながら語るのは、神奈川県に住む主婦

の安藤恵子さん(75歳・仮名)だ。 

 「全国旅行支援を使うのに必要だったから、19歳の孫に 3回目の接種を受けさせたん

です。ところが接種後、下半身に痺れが出るようになった。その後も孫は坐骨神経痛を患

ったままで、日常生活を送るにも苦

労しています」(安藤さん) 

 政府は 3回目以降の追加接種を

「努力義務」として推進してきた。

結果、一人あたりの平均接種回数で

みると、日本は約 3.1回で、韓国

(約 2.5回)やドイツ(約 2.3回)、イ

ギリス(約 2.2回)を引き離して世界

一となった。 

 ところが 3月 28日、WHO(世界保

健機関)は、追加接種について驚きの発表をした。 

 WHOはこれまで、全世代でのワクチン追加接種を「推奨」してきたのだが、今回、「健

康な成人」と「すべての子ども」について、3回目以降の接種を「推奨しない」と真逆の

ことを言い出したのだ。WHOは「公衆衛生政策の優先度や費用対効果などに基づく各国の

判断に委ねる」としている。 

今になって WHO の「責任逃れ」？ 

 だがこれは、いささか奇妙ではないか。WHOは新方針の中で、念押しするかのように

「ワクチンは安全かつ有効」と記載してい

る。しかし「何回打っても大丈夫」なら、わ

ざわざ「推奨しない」と表明する必要などな

いはずだ。北海道の、ほんべつ循環器内科ク

リニック理事長、藤沢明徳氏は首を傾げる。 

 「WHOは、経済的な側面を理由に接種の是

非を各国に丸投げしています。しかしワクチ

ンに何の問題もなく、高い効果があるなら、



こうした発表をする必要はないはず。子どもや若者への接種のリスクを分かっていて、何

か起きた時の『責任逃れ』としてこんなことを言い出したのではないかと疑わざるをえま

せん」 

 ワクチンに危険性があることを、WHOは当然認識しているはずだ。 

'21年 9月、当時 FDA(米食品医薬品局)のワクチン研究・審査局長だったマリオン・グル

ーバー氏は、WHOに所属する科学者とともに『3回目の追加接種は必要ない』という論文

を発表している。現在はワクチンの研究をする非営利組織 IAVIの副社長を務めているグ

ルーバー氏が語る。 

 「治療方法も確立せず、感染が拡大し続ける状況での 1～2回目接種は必要でした。し

かし 3回目接種は効果が不十分というデータが出ており、次々にワクチンの副反応も見つ

かっていた。だから私たちは追加接種に異を唱えたのです。 

 ところが我々の意見は完全に無視され、追加接種に猛反対した私は FDAを離れることに

なった。今回の WHOの発表は遅すぎるくらいです」 

インフルエンザワクチンでは「ありえない」発表 

 インフルエンザのワクチンでは、「追加接種を推奨しない」などといった発表がされる

ことはない。安全性が確立されており、

「打たなくていい」とわざわざ言う理由が

ないからだ。 

 しかし新型コロナのワクチンでは、異例

の発表が行われた。その「意味」を、慎重

に検討する必要があるだろう。 

 病院で診察をする医師は、ワクチン接種

回数が増えるなかで異変を感じているとい

う。前出の藤沢氏は語る。 

 「追加接種をした人ほど、副反応の症状

が悪くなっていると感じています。特に 2回目接種と 3回目接種との間には大きなギャッ

プがある。3回、4回と接種した人は接種後の予後が悪く、強い倦怠感に襲われたり、認

知症のような状態になってしまう人も珍しくありません」 

 偶然、接種後に体調が変化しただけなのでは？ そうした捉え方もある。しかし、実際

に接種後に亡くなった人の遺族からは、「死因はワクチン以外考えられない」という声が

あがっている。 

 日本政府が 3回目以降のワクチン接種を努力義務として推進してきた中、突如として行

われた WHO(世界保健機関)による「追加接種不要」の発表。この発表が本当に意味するも

のとは、そして日本人はいつまでコロナワクチンを打たないといけないのか。 

後編記事『「2000人以上が接種後に死亡…」WHO突然の「追加接種不要」発表で問われる

ワクチン接種のヤバすぎる実態 』で引き続き紹介する。 「週刊現代」2023年 4月 15・

22日号より 

 

 

 


